
個別原価管理と物件管理型販売管理の統合システム 原価ＰＬＵＳ®
for Windows/2000/XP

●売上・仕入・在庫の事業所別管理が可能です。

●営業・設計・購買・製造・経理などの各部門の業務がデータベースを共有して処理できるようになります。部門間の情報共
有により、物件/顧客を中心とした業務管理が可能です。

●各種の集計レポートや一覧表示画面はＥｘｃｅｌに出力することができます。

●カスタマイズ可能なパッケージなので、お客様のニーズに合わせて、画面・伝票・帳票等のカスタマイズやシステムの変更
が可能です。

●運用環境はＰＣ1台からＬＡＮ/ＷＡＮ※まで対応しています。※ＭｅｔａＦｒａｍｅ対応

●データベースもデータ量にあわせて、IｎｔｅｒＢａｓｅ(推奨)、MS SQL SERVER Oracle等のリレーショナルＤＢに対応してい
ます。

●原価ＰＬＵＳは、工事業や機械設備の個別受注製造業など、受注（物件）ご
とに管理をしたい業種・業務に最適なシステムです。

●販売・仕入・在庫管理と原価管理の統合システムです。物件の引合・見積･

受注・発注～売掛・買掛までの業務処理を２３の機能でサポートします。

●個別原価のためだけの入力は不要です。物件を登録して受注～発注～仕

入～売上と処理するだけで個別原価の把握ができます。

●物件管理画面で検索して、受注/売上/入金の情報や手配/発注/原価の情
報がリアルタイムにわかります。

●強力な予算管理機能があります。①営業マンの得意先別売上予算管理②

受注物件の実行予算管理③設計・製造部門では作業日報の個人工数管理
が可能です。

販売 株式会社フューチャーイン 開発 ネットプラス株式会社



個人実行予算
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実行予算
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原価ＰＬＵＳ
®
の機能フロー
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買掛
●引合いのあった物
件を登録
担当別の物件表示可

●見積を作成
1物件に複数見積が可
階層構造の見積作成可
●見積から受注登録可

●受注の登録
●実行予算の登録も可
●受注から売上伝票を作成

●受注から購入品/外注/払出の手配
見積参照、他の手配参照可

●手配情報から、
注文書を作成

●仕入伝票の入力
注文書から仕入伝票
を作成

●仕入伝票と出金
伝票から支払明細
を作成

●月次で締めて
買掛金残高を確定

仕掛 在庫

売上

請求

入金

売掛

●売上伝票を入力

●売上伝票と入金伝
票から合計請求書を
作成

●入金伝票を入力
請求書の消込可
売上伝票の消込可

●月次で締めて
売掛金残高を確定

●作業時間を入力

●在庫払出を入力●受注の製作開始
●仕掛の把握

●出金伝票を入力
支払の消込入力可

●受注物件に紐付けて一連の機能を連携して操作できます。物件ＪＯＢ管理画面を開くだけで大半の基
本機能が使用できます。他の機能で入力したデータの参照で入力負荷を軽減します。

※各機能を連携させずに単独
で使用することも可能です。

●事業所別の在庫把握可

売上予算

物件
JOB管理

●営業マン別/得意先別に
売上予算の登録が可能。

見積書

売上伝票

注文書

合計
請求書

指示書



●物件 営業 引き合いのあった物件情報を登録します。物件の営業担当別表示も可能です。

●予算 営業 営業マン別得意先別の売上予算の登録が可能です。

●見積 営業 階層構造の見積書が作成できます。見積から受注の登録ができます。

●受注 営業 受注の登録をします。実行予算が設定できます。受注から“売上”が処理できます。

●手配 設計 受注と紐付けて、手配（外注手配や部品・材料の購入手配、在庫の払出手配）ができます。

●発注 購買 手配情報から、注文書の作成ができます。

●払出 製作 手配情報を開いて、在庫からの払出ができます。（仕掛原価：原材料費）

●日報 製作 社員別に作業時間を入力します。（仕掛原価：作業時間で労務費を把握）

●仕入 購買 注文書から、仕入ができます。受注物件への直接仕入（仕掛原価）と、在庫仕入の両方ができます。

●支払 経理 仕入伝票と出金伝票から支払明細を作成します。締日ごとの一括作成もできます。

●出金 経理 出金伝票を入力します。支払の消込み入力をしておけば、支払予定日別の金額が把握できます。

●買掛 経理 月次で締めて、買掛金残高を確定します。

●売上 営業 売上伝票を入力します。売上伝票の印刷ができます。

●請求 経理 売上伝票と入金伝票から合計請求書を作成します。締日ごとの一括作成もできます。

●入金 経理 入金伝票を入力します。合計請求書の消込みと売上伝票の消し込みができます。

●売掛 経理 月次で締めて、売掛金残高を確定します。

●仕掛 製作 自社製品を製造する場合に、仕掛を登録します。この仕掛と紐付けて“手配”もできます。

●完成 製作 仕掛品が完成したら、完成を登録します。製品在庫になります。

●在庫 製作 在庫の棚卸および現在庫の照会ができます。

●月次在庫 月末在庫金額を確定します。過去月の月末在庫も記録されます。

●月次仕掛 月末仕掛金額を確定します。過去月の月末仕掛も記録されます。

●原価配賦 間接費を仕掛品原価に配賦することができます。

●日報予算 設計や製造担当者の個人工数が管理できます。

原価ＰＬＵＳの２３の機能



原価ＰＬＵＳのメニュー

メインメニュー 売掛・買掛

仕掛・在庫 レポート



【物件】［ＪＯＢ管理①］

●メインメニューの「物件ＪＯＢ管理」アイコンをダブルクリックして、物件一覧画面を開きます。
この画面で、引き合いのあった物件（ＪＯＢ）を登録します。全社共通のＪＯＢ番号が自動採番されます。

物件名の
一覧表示

ＪＯＢ番号は自動採番されます。

【物件一覧画面】

【ＪＯＢ管理画面】

①［JOB作成］ボタンを押して
ＪＯＢ管理画面を開きます



【物件】［ＪＯＢ管理②］

●ＪＯＢ管理画面に物件情報を入力します。この画面だけで［見積］［受注］［手配］［発注］［売上］
までの一連の処理が物件に紐付けて操作できます。「原価情報」や「入金情報」も確認できます。

・機器製作や工事などの物件受注の場合は、区分は【物件】を選択します。物件番号（ＪＯＢ番号）は自動的に採番されます。見積番号、
受注番号にこのＪＯＢ番号が引用されます。

「物件情報」

［見積］

「予定情報」

［受注］、［手配/発注］
［指示書］、「原価情報」

［売上］
「入金情報」

【ＪＯＢ管理画面】



【物件】［ＪＯＢ管理③］

●物件一覧画面から、担当別のＪＯＢ一覧画面を開くことができます。営業マンは自分のＪＯＢ一覧画面で、
売上予算管理や見積・受注・発注・売上などの業務処理をすることができます。

●ここからＪＯＢ管理画面が開けます。

①［ＪＯＢ管理］ボタンを押してＪＯＢ一覧画面を開きます。

②タブで担当者の切替えができます。

【物件一覧画面】

【ＪＯＢ管理画面】
【担当ＪＯＢ一覧画面】

●売上予算の設定ができます。



【見積】［見積作成］

●ＪＯＢ管理画面で見積を新規に作成します。

物件情報

複数の見積の表示
②見積のヘッダー情報は物件情報から
セットされます。

①［作成］ボタンを押し、見積作成画面を開きます。

【ＪＯＢ管理画面】

【見積画面】



【見積】［第１階層］

●階層構造の見積書が作成できます。

型番・品名は手打ちで変更できます。

①［追加］ボタンを押して明細行を品目テーブルから入力します。
階層構造の見積の第１階層目には、品目種別＝受注品目を入力します。
②明細行をダブルクリックすると１階層下の画面に移動します。

見積枝番が入力できます。見積番号に、ＪＯＢ番号がセットされます

［参照］ボタンで他の見積書を参照して複写できます。
部分複写も可能です。



【見積】［第２階層］

ＴＯＰ行をダブルクリック
すると上の階層へ戻る

２階層目の明細行を入
力します。
ダブルクリックすると、さ
らに１階層下の画面に移
動します

●見積書の階層の深さに制限はありません。



【見積】［第３階層］

●品目を入力すると、見積単価には標準販売単価が、原価単価には標準見積原価がディフォルトで表
示されるので、見積と同時に実行予算を作成することもできます。

①３階層目の明細行を
入力します。
品目種別＝材料を入力
した場合は、これが最下
層になります。

ＴＯＰ行をダブルクリック
すると上の階層へ戻る

型番・品名・ﾒｰｶｰ・仕様。数量・単位・見積単価・原価
単価・金額欄はすべて手打ちで変更入力ができます。

②明細行の入力が終わったら、［合計］ボタンを押して、
ＴＯＰ行に合計金額をセットします。

見積単価
標準販売単価が表示されます

原価単価
標準見積原価が表示されます



【見積】［見積階層と印刷順序］

歯車の絵記号は材料を表しています。
この材料は最下層なので、この下に品目は登録できません。
また、材料品目は発注仕入在庫管理の対象となります。

受注品目は箱の絵記号で表示され、見積もりの大項目を表しています。
この受注品目の下には、さらに品目（受注品目、材料）を登録できます。

見積の鑑ページとして第１階層目を印刷します。 次に、見積の第２階層目を印刷します。 ３階層以降は、ブロックごとに改ページして
印刷されます。



【見積】［見積の各種操作］

作成した見積が表示されます。複数の見積があれば複数行が表示されます。

●ＪＯＢ管理画面で見積の［作成］［編集］［複写］［削除］［印刷］の操作ができます。

見積の操作ボタンです。［作成］［編集］［複写］
［削除］［印刷］［受注登録］ができます。

見積書の印刷は、印刷オプションを指定できます。

【ＪＯＢ管理画面】
【印刷ダイアログ】



【見積】［見積の検索］

●メインメニューの「見積」アイコンをダブルクリックして、見積一覧画面を開きます。
この画面で［見積検索］ボタンを押して見積書が検索できます。

④見積を選択して、［変更］［削除］［見積書の印刷］
［実行予算書の印刷］の操作ができます。

①［見積検索］ボタンを押して、検索ダイアログを開きます。
②検索条件を入力して［検索］ボタンを押します。
③該当する見積が見積一覧画面に表示されます。

【見積一覧画面】
【検索ダイアログ】



【受注】［受注登録①］

●ＪＯＢ管理画面で受注を登録します。見積と紐付けした受注登録または、見積なしの受注登録の両方
が可能です。

【見積と紐付けあり】
・見積を選択して、［受注］ボタンを押すと、受注登録画
面が開きます。
・受注画面には見積の内容がセットされます。
・受注明細行には、見積の第１階層の品目がセットされ
ます。

【見積なし】
［作成］ボタンを押すと、受注登録画面が開きます。
・受注画面には物件の内容がセットされます。
・受注明細行は、空欄なので手入力します。

【ＪＯＢ管理画面】

【受注登録画面】



【受注】［受注登録②］

①受注明細行の入力
［追加］ボタンを押して
品目の追加をします。
見積から受注登録する
と見積の第１階層目が
自動的にセットされま
す。

●受注の明細行でＪＯＢ開始を指示します。指示すると仕掛が開始し、発注・仕入の処理ができるように
なります。

②ＪＯＢ開始：
開始欄をダブルクリックしてダイ
アログを開きＪＯＢを開始します。
受注品の製作に必要な部品手
配などができるようになります。

ＪＯＢ番号は自動的にセットされますが。他の番号に変更してもＯＫです
（変更しても物件と紐付けされています）

【受注登録画面】



【受注】［受注の各種操作］

●ＪＯＢ管理画面で受注の［編集］［手配］［情報］［指示書］の操作ができます。

受注の操作ボタンです。
［編集］：受注登録画面を開いて、編集ができます。
［手配］：材料や外注への手配/発注ができます。
［情報］：仕入明細や日報明細の照会ができます。
［指示書］：製造指示書の印刷ができます。

【ＪＯＢ管理画面】



【受注】［ＪＯＢ指示書］

●ＪＯＢ管理画面で［指示書］の発行ができます。

①［指示書］ボタンを押して指示書発行のダイアログを開きます。
②指示項目を入力して、指示書を印刷します。
入力した項目は記憶されます。

【ＪＯＢ管理画面】

【指示書発行ダイアログ】



【受注】［受注の検索］

受注の削除は、この画面でおこないます

・月別ホルダー
一番上は年度別
フォルダー

●メインメニューの「受注」アイコンをダブルクリックして、受注一覧画面を開きます。
登録した受注はこの一覧画面に表示されます。この画面で［受注検索］ボタンを押して受注が検索できます。

①［受注検索］ボタンを押して、検索ダイアログを開きます。
②検索条件を入力して［検索］ボタンを押します。
③該当する受注が検索画面に表示されます。
④受注を選択して、［ＯＫ］ボタンで受注登録画面を開くこ
とができます。

【受注一覧画面】

【検索ダイアログ】



【手配】［手配入力①］

●ＪＯＢ管理画面で手配リスト画面を開き、必要な部品・材料や外注手配を入力します。

①［手配］ボタンを押して、手配リスト画面を開きます。
②受注の明細行（仕掛）が複数あるときは、選択画面
が開くので、どれかを選択します。（1行だけのときは、
直接に手配リスト画面が開きます）

【ＪＯＢ管理画面】

【手配リスト画面】

【選択ダイアログ】



【手配】［手配入力②］

受注情報

①［追加］ボタンを押し
て手配品を入力します

②行を選択して手配を指示します。
［発注］または在庫の［払出］が指示で
きます。

●手配リスト画面に手配データを入力します。部品や外注への［発注］手配と在庫からの［払出］手配が
指示できます。発注や納品の状況も表示されます。他の見積や手配リストを参照して入力もできます。

見積や手配リストからデータの取込み
ができます

手配データ

手配リストが印刷できます

状況によりメッセージが変化します。
未手配/手配済/発注済/納品済

【手配リスト画面】



【手配】［手配データの参照入力］

受注に紐付きの見積が開きます。
他の見積を開くこともできます。

●前頁の手配リスト画面で［参照］ボタンを押して、見積や他の手配から手配データの参照入力できます。

必要な範囲を手配入力画面に取り込むことができます。

●他の物件の手配リストの参照 ●見積書の参照

他の物件を選択します。



【発注】［注文書作成①］

●手配リスト画面で注文書の発行ができます。

②［注文書の発行］ボタンを押して、注文書画面（次頁）を
開きます。①対象の行を選択します。

【手配リスト画面】



【発注】［注文書作成②］

明細行

仕入単価が登録してあれば表示されます。

●手配リスト画面で選択した行が注文書の明細行にセットされます。

ＪＯＢ番号に紐付けされています。

納品場所が入力できます。

行の訂正・行削除ができます。

①仕入先を入力します。

［Ｆ１２：単価］ボタンを押すと。過去の仕入単価の履歴が参照できます。

【注文書画面】



【発注】［注文書印刷］

発注部門名の表示

ＪＯＢ番号の表示

単価：非表示にもできます

摘要欄

納品場所の表示

●注文書を登録すると続けて、印刷することができます。

発注担当者名の表示



【発注】［発注一覧画面］

注文書

●メインメニューの「発注」アイコンをダブルクリックして、発注一覧画面を開きます。
作成した注文書はこの一覧画面に表示されます。この画面では“受注に紐付けない”注文書の作成、注
文書の編集・削除・印刷ができます。

受注に紐付けない注文書の
作成ができます

ＪＯＢリストから注文書の
作成ができます 注文書の印刷ができます

【発注一覧画面】



【仕入】［仕入一覧画面］

［新規作成］ボタンを押して仕入伝票を直接に
登録することができます。

伝票一覧

●メインメニューの「仕入」アイコンをダブルクリックして、仕入一覧画面を開きます。登録した仕入伝票
はこの一覧画面に表示されます。この画面では発注データ（注文書）を参照して仕入伝票の登録ができ
ます。また、注文書がなくても直接に仕入伝票を登録することもできます。

［発注リスト］ボタンを押して、注文書（発注データ）から仕入
伝票を登録することができます。

【仕入一覧画面】



【仕入】［注文書の参照仕入］

発注データ

●仕入一覧画面で注文書（発注データ）を参照して仕入伝票の登録ができます。

②仕入先を選択すると
画面右欄に発注データが表示されます

仕入伝票を登録するとここから消えるので
ここには仕入れ未検収の発注データが表示されています。【仕入一覧画面】

【発注リスト画面】

①仕入一覧画面の［発注リスト］ボタンを押して発注リスト画面を開きます。

③発注データを選択し［仕入登録］ボタンを押して、
仕入伝票を作成します



【仕入】［仕入伝票］

明細行

担当者を入力すると
部門名が表示されます。
（部門別の仕入集計可）

●仕入伝票の登録画面です。発注データを参照して仕入伝票を開いた場合は、発注データの内容がセッ
トされます。

ＪＯＢ番号が入ります。
ＮＯ有り：仕入金額が直接にＪＯＢ（仕掛）の
製造原価に入ります。
ＮＯなし：在庫に入ります。

内容訂正・行削除ができます。
削除した行は発注データに戻ります

【仕入伝票画面】



【払出】［払出一覧画面］

●メインメニューの「払出」アイコンをダブルクリックして、払出一覧画面を開きます。登録した払出伝票
はこの一覧画面に表示されます。この画面では払出手配データを参照して払出伝票の登録ができます。
また、手配データがなくても直接に払出伝票を登録することもできます。

［ＪＯＢリスト］ボタンを押して、手配データから払出伝票を
登録することができます。

［新規作成］ボタンを押して払出伝票を直接に
登録することができます。

【払出一覧画面】



【払出】［手配データの参照払出］

③払出手配データを選択して、払出伝票を作成します

手配データ

●払出一覧画面で払出手配データを参照して払出伝票の登録ができます。

①払出一覧画面の［ＪＯＢリスト］ボタンを押して払出リスト画面を開きます。

②ＪＯＢを選択すると
画面右欄に払出手配データが表示されます

払出伝票を登録するとここから消えるので
未払出の手配データが表示されています。

【払出一覧画面】

【払出リスト画面】



【払出】［払出伝票］

明細行

●払出伝票の登録画面です。手配データを参照して開いた場合は、伝票の内容はセットされています。

担当者を入力すると
部門が表示されます。

ＪＯＢ番号を入力します。

品目に記録されている在庫払出単価（平均単価）
が原価として表示されます。

【払出伝票画面】



【日報】［日報入力①］

●全員の日報データを
ＣＳＶファイルに出力できます。

②日付行をクリックして日報入力画面を開きます（次頁）
カレンダー

●メインメニューの「日報」アイコンをダブルクリックして、画面を開きます。
この画面では、担当者ごとに日報を入力します。

①担当者を入力します



【日報】［日報入力②］

①作業コードを入力すると作業名称が
表示されます。
②通常（Ｈ）と残業（Ｈ）を入力します。
③ＪＯＢ番号を入力します。

●作業日報を入力します。入力した日報データは、個別製造原価と個人別日報予実績に集計されます。

作業を集計する科目を設定
します。

日報の作業時間×社員テーブルの単価で
原価が計算されます。

作業コードテーブルに作業名
が登録できます。

【作業コードテーブル】 【社員テーブル】

［一覧］ボタンを押すと、自分が担当している
ＪＯＢの予定時間や実績を照会して日報入力ができます。

【日報入力画面】 【担当ＪＯＢ一覧画面】



【売上】［受注の売上登録①］

●ＪＯＢが完成したら、受注画面で完成を入力します。

②受注画面の明細行の完成欄をクリックしてダイアログを開き
完成を入力します。

①ＪＯＢ管理画面で受注の［編集］ボタンを押して、
受注画面を開きます。

【ＪＯＢ管理画面】

【受注画面】



【売上】［受注の売上登録② ］

●完成入力した受注から売上伝票を作成します。

①ＪＯＢ管理画面の請求の［作成］ボタンを押すと、
売上伝票が開きます。

製造原価が売上原価にセットされることにより、粗利が把握できます。

【ＪＯＢ管理画面】

【売上伝票画面】

②売上伝票の明細行には受注行（完成登録した行）
がセットされています。
［ＯＫ］ボタンを押して、売上伝票を登録します



【売上】［売上伝票の印刷］

伝票日付を印刷しないこともできます

●売上伝票を登録すると続けて、印刷することができます。

市販のレザープリンタ用紙（ミシン目入り）がご利用できます

請求書

納品書

受領書



【売上】［売上伝票一覧画面］

伝票一覧

●メインメニューの「売上」アイコンをダブルクリックして、売上一覧画面を開きます。
作成した売上伝票はこの一覧画面に表示されます。この画面では、売上伝票の編集・削除・印刷のほか
に“受注に紐付けない”売上伝票の作成ができます。

受注に紐付けない売上伝票の
作成ができます 売上伝票の印刷ができます

【売上一覧画面】



【請求】［請求一覧画面］

●個別作成ができます。

請求書

●売掛メニューの「請求」アイコンをダブルクリックして請求一覧画面を開きます。売上伝票と入金伝票を
締めて、合計請求書を作成します。得意先テーブルで設定した締め日ごとに一括作成できます。得意先
ごとの個別作成もできます。

●一括作成ができます。

得意先の締め日ごとに一括作成できます。

●請求書を印刷します。

（参考）請求書を作成すると、締日以前の
売上伝票と入金伝票は入力や変更ができ
ないようにロックされます。たとえば、経理
で請求書を作成した後に、他の部門で、知
らずに売上伝票を変更することが無いよう
にするためです。伝票訂正が必要ならば、
一旦請求書を削除します。



【請求】［合計請求書印刷］

今回売上欄

売上伝票

前回請求欄
印字なしも指定できます

レザープリンタ用紙がご利用できます



【入金】［入金伝票］

●売掛メニューの「入金」アイコンをダブルクリックして入金伝票を入力します。合計請求書の消込み機能
および売上伝票の消込み機能があります。

請求書

入金予定
入金金額 当社負担振込手数料入金区分

該当する合計請求書を選択します。 該当する売上伝票を選択します。

【入金伝票画面】



【入金】［入金予定レポート］

入金予定日順に
表示されます。

入金済

入金予定

●入金で合計請求書の消し込み入力をしておけば入金予定日ごとの入金額の確認が簡単にできます。



【入金】［入金ＪＯＢ別チェック］

ＪＯＢごとに表示されます。 入金売上

●入金で売上伝票の消し込み入力をしておけばＪＯＢごとの入金の確認が簡単にできます。



【売掛】

②残高を確定します。 ●残高が修正できます。

得意先別に
残高を表示

●売掛メニューの「売掛管理」アイコンをダブルクリックして売掛画面を開きます。
この画面では売上伝票と入金伝票を月次で締めて売掛金残高を確定します。過去月の売掛金残高も
記録されています。

①月を指定します。

●売掛金管理表が印刷できます。

（参考）売掛金残高を確定すると、締日以
前の売上伝票と入金伝票は入力や変更
ができないようにロックされます。たとえば、
経理で処理した後に、他の部門で、知らず
に売上伝票を変更することが無いようにす
るためです。伝票訂正が必要ならば、一旦
売掛金残高をクリアします。



【支払】［支払一覧画面］

●個別作成ができます。

支払データ

●買掛メニューの「支払」アイコンをダブルクリックして支払一覧画面を開きます。仕入伝票と出金伝票を
締めて、支払明細を作成します。仕入先テーブルで設定した締め日ごとに一括作成できます。仕入先ご
との個別作成もできます。

●一括作成ができます。

締め日ごとに一括作成できます。

（参考）支払明細書を作成すると、締日以
前の仕入伝票と出伝票は入力や変更がで
きないようにロックされます。たとえば、経
理で締めた後に、他の部門で、知らずに仕
入伝票を変更することが無いようにするた
めです。伝票訂正が必要ならば、一旦支
払明細書を削除します。



【支払】［支払明細書画面］

仕入伝票

仕入伝票

●仕入先の請求額と支払金額が異なる場合には、支払明細画面で内容を確認できます。



【出金】［出金伝票］

●買掛メニューの「出金」アイコンをダブルクリックして出金伝票を入力します。支払明細の消込み機能が
あります。

出金金額 当社負担振込手数料出金区分

該当する支払明細を選択します。



【出金】［出金予定レポート］

出金予定日順に
表示されます。

●出金で支払明細の消し込み入力をしておけば出金予定日ごとの出金額の確認が簡単にできます。



【買掛】

②残高を確定します。 ●残高が修正できます。

仕入先別に
残高を表示

●買掛メニューの「買掛管理」アイコンをダブルクリックして買掛画面を開きます。
この画面では仕入伝票と出金伝票を月次で締めて買掛金残高を確定します。過去月の買掛金残高も
記録されています。

①月を指定します。

●買掛金管理表が印刷できます。

（参考）買掛金残高を確定すると、締日以
前の仕入伝票と出金伝票は入力や変更
ができないようにロックされます。たとえば、
経理で処理した後に、他の部門で、知らず
に仕入伝票を変更することが無いようにす
るためです。伝票訂正が必要ならば、一旦
買掛金残高をクリアします。



【在庫)】［在庫照会と棚卸］

●部門を指定します

●棚卸を処理します

●仕掛・在庫メニューの｢在庫｣アイコンをダブルクリックして画面を開きます。この画面では、現在庫の
照会と棚卸の入力ができます。在庫は部門別に管理できます。

現在庫：前回棚卸日以降の伝票（仕入・払出）
を集計して現在庫を表示します。 棚卸情報

品目テーブルで在庫管理有りと指定した
品目のみが表示されます。



【在庫】［月次在庫］

●仕掛・在庫メニューの｢月次在庫｣アイコンをダブルクリックして画面を開きます。
この画面では、月末の在庫を確定して、在庫金額を把握します。過去月の在庫も記録できます。

在庫一覧の印刷
①部門を指定します

②年月を指定します。

前月末 当月入出庫 当月末

③在庫を確定します



【仕掛】［月次仕掛］

●仕掛・在庫メニューの｢月次仕掛｣アイコンをダブルクリックして画面を開きます。
この画面では、月末の仕掛を確定して、仕掛金額を把握します。過去月の仕掛も記録できます。

仕掛一覧の印刷
①部門を指定します

②年月を指定します。

③仕掛を確定します

製造原価 売上
原価

仕掛
残高

ＪＯＢ別に表示されます。



【売上予算管理】［売上予算登録①］

●物件一覧画面から、担当別のＪＯＢ一覧画面を開きます。営業マンは自分のＪＯＢ一覧画面で、売上
予算管理の登録をします。

③［予算設定］ボタンを押して予算
登録画面を開きます。

①［ＪＯＢ管理］ボタンを押してＪＯＢ一覧画面を開きます。

②タブで担当者の切替えをします。

【物件一覧画面】

【担当ＪＯＢ管理画面】
【売上予算登録画面】



【売上予算管理】［売上予算登録②］

●担当別/得意先別の売上予算を登録します。

①売上予算の合計金額を月別に入力します。

②［追加］ボタンを押して得意先が追加できます。
主要な得意先については、得意先ごとに月別の売上予算の金額を入力します。

③ ①－②がその他の得意先の予算金額として計算されます。

【売上予算登録画面】



【売上予算管理】［売上予算と実績照会］

●担当別/得意先別に売上予算と実績が照会できます。

○予算対受注・売上の集計

○予算対売上達成率の集計



【実行予算管理】［実行予算登録］

①［Ｆ１０：予算］ボタンを押して。予算設定画面を開きます。

●受注画面で実行予算設定画面を開いて、実行予算を登録することができます。

②科目別の売上予定と実行予算（原価）を入力します。
見積から受注登録がしてあれば、見積書の実行予算が自動的
にセットされます。

【受注画面】

【実行予算登録画面】



【実行予算管理】［実行予算と実績照会］

●担当別/ＪＯＢ別に実行予算と実績を照会することができます。



【日報予算管理】［日報予算登録］

③担当者の予算を登録します。
複数人の登録もできます。

●社員の個人別の日報予算（工数金額予算）が登録できます。
この予算にたいして、日報の実績が集計されます。

①ＪＯＢ番号を入力します。

科目別表示：
受注画面で設定した実行
予算が表示されます。
②科目を選択して、右欄
に個人別の予算を入力を
します。

｜業務フローへ｜



【日報予算管理】［日報入力］

●作業日報の入力画面で、担当者は自分の担当ＪＯＢ一覧を開いて入力ができます。

［一覧］ボタンを押して、担当ＪＯＢ一覧を開きます。

本日の作業日報を入力します。

【日報入力画面】

【担当ＪＯＢ一覧】

自分が担当しているＪＯＢの一覧が表示されます。完成予定日や予定作業時間/
実績作業時間/残り作業時間などが表示されます。



【照会＆レポートの例示】［受注売上粗利］

●指定した期間の受注の売上・売上原価･粗利を照会できます。
原価ＰＬＵＳの照会画面はレポート出力とＥＸＣＥＬへの貼り付けができます。

ＪＯＢ別表示

●売上 ●売上原価（売上伝票に記入された原価）

●粗利

●部門別/担当別表示

●期間指定

【レポート出力ができます】
【画面の表示データをＥＸＣＥＬへ貼り付けできます】



【照会＆レポートの例示】［ＪＯＢ別原価報告書］



【照会＆レポートの例示】［製作コスト明細］

●ＪＯＢ管理画面の［情報］ボタンを押して、製作コストの明細を照会ができます。
印刷機能のない画面でも、ＥＸＣＥＬの貼り付けが可能です。

・仕入（部品及び外注工賃）と
部品払出の明細を表示
・使用部品の品名/仕様の記録と
しても利用できます。

社員別に日報の時間を表示

科目別に社員の予実績金額を表示

使用部品明細

社員別作業時間

社員別予実績
（作業時間金額）



【システム設定】自社設定（必須）

社名：見積書、請求書に表示されます。

部門：事業所名や営業所名を登録します。
見積書、注文書に表示されます。

事業年度の開始月

単位：よく使う単位名称は登録しておくと便利です。
［追加］ボタンで登録します

消費税率：売上伝票、仕入伝票の入力で
伝票日付で消費税率が適用されます。
［追加］ボタンで登録します



【システム設定】口座設定（必須）

自社の銀行口座を登録します。
入金伝票、出金伝票の入力で使用されます。
［追加］ボタンで登録します



【システム設定】科目設定（必須）

原価を集計する区分を登録します。
タブをクリックして切り替えて［追加］ボタンで登録します。



【システム設定】社員設定（必須）

所属部門を選択します。

時間単価を登録します。
日報の作業時間×社員テーブルの単価で
原価が計算されます。



【システム設定】分類設定（任意）

各種のレポートで利用できます。
［追加］ボタンで登録します。



【システム設定】作業設定（任意）

【作業設定】は日報を入力する場合は必須になります。

たとえば下記のように登録します。

作業ｺｰﾄﾞ 作業名 科目

01 設計 労務費 設計費

この作業設定の意味ですが、

○日報の作業コードの入力で原価を集計する科目を決定するのに用いられま
す。（作業設定で作業コードに設定してある科目に日報の原価を集計します）

○日報の入力者が作業名が分かれば（科目を知らなくても）

入力できるようにするために、この作業設定があります。



【テーブル】［品目テーブル一覧画面］

フォルダー内
の品目が表示
されます。

フォルダーは、ユーザ
が自由に設定できます。

［新規作成］ボタンを押して登録画面を開きます。画
面の左欄をクリックしてボタンを押すとフォルダーの
登録画面、右欄をクリックしてボタンを押すと品目の
登録画面が開きます。 型番で検索できます メーカーが登録できます



【テーブル】［品目テーブル登録①］

品目種別：材料を選択します

●品目には［受注品目］［材料］などの種類があります。これは［材料］の登録例です。材料は見積や発
注・仕入に使用します。

型番：検索のキーです。重複
してコード付けしてもＯＫです。
品名：品名を登録します。
仕様：仕様を登録します。

メーカ名：メーカテーブルから
選択します。

標準販売単価/標準見積原価：
見積書にディフォルト表示されます。

科目：原価の集計区分です。

在庫数量/金額：仕入・払出の
都度、更新されます。
払出単価：払出の原価です。

仕入単価：注文書にディフォ
ルト表示されます。

在庫区分：原材料や部品で在
庫管理するものは、該当する
部門欄に［×］を付けます。

部門：ｼｽﾃﾑ設定の部門名が
表示されます。

仕入区分：仕入をするものは、
該当する部門欄に［×］を付け
ます。



【テーブル】［品目テーブル登録②］

品目種別：受注品目を選択し
ます

型番：検索のキーです。重複
してコード付けしてもＯＫです。
品名：品名を登録します。
仕様：仕様を登録します。

標準販売単価/標準見積原価：
見積書にディフォルト表示されます。

●品目には［受注品目］［材料］などの種類があります。これは［受注品目］の登録例です。受注品目は
見積や受注の項目名に使用します。



【テーブル】［得意先テーブル一覧画面］

フォルダー内の得意先が
表示されます。

フォルダーは、ユーザ
が自由に設定できます。

コードで検索できます

［新規作成］ボタンを押して登録画面を開きます。画
面の左欄をクリックしてボタンを押すとフォルダーの
登録画面、右欄をクリックしてボタンを押すと得意先
の登録画面が開きます。



【テーブル】［得意先テーブル登録］

略称：画面に表示されます。

事業所：
得意先の事業所が
登録できます。

担当：自社の営業担当者

正式名称：見積書、請求書に表
示されます。

売掛または現金取引

請求締め日

消費税の計算方法と端数処理 入金の期日



【テーブル】［仕入先テーブル一覧画面］

フォルダー内の仕入先が
表示されます。

フォルダーは、ユーザ
が自由に設定できます。

コードで検索できます

［新規作成］ボタンを押して登録画面を開きます。画
面の左欄をクリックしてボタンを押すとフォルダーの
登録画面、右欄をクリックしてボタンを押す仕入先の
登録画面が開きます。



【テーブル】［仕入先テーブル登録］

略称：画面に表示されます。

事業所：
仕入先の事業所が
登録できます。

正式名称：注文書に表示されます。

買掛または現金取引

支払締め日

消費税の計算方法と端数処理 出金の期日


